
ホワイトボードアプリ上で、意見を共有し、色分けしながら比較・分類する

＜学習場面＞

発表や話し合い

（協働学習）

＜機能・ツール＞

【協働】

M365：OneNote
Google：Jamboard
ロイロ：シンキングツール
ミライ：ムーブノート

＜モデル事例＞

○授業者が事前にJamboardのフレームを作成しておく。

○付箋機能を使って児童・生徒に自分の考えを記入させる。

○大型提示装置に映し、意見の比較や分類を行う。

○授業後に児童・生徒の意見の変化等を見直し、

授業改善の材料とする。

＜ポイント＞

○児童・生徒への指示は「背景」として設定し、消えないようにする。

〇グループで意見を出させる場合はグループ数分のフレームを事前に用意しておく。

○意見の種類によって付箋の色を変えておくと共有した時に見やすくなる。

＜注意点＞

○扱い方について注意事項を説明しておかなければ、他者の意見を消してしまったり、書き換えて

しまうおそれがある。

＜期待される効果＞

【児童・生徒】○クラウド上で自他の意見を比較することで多面的・多角的な視点をもって学習に取り組むことができる。

【教 師】○意見をそのまま保存できるので、教師が授業改善に生かすことができる。

＜ハッシュタグ＞
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